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答

弁

第

二

号 
   

衆
議
院
議
員
松
本
善
明
君
提
出
都
市
水
害
防
止
の
た
め
の
抜
本
的
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
一
五
第
二
号 

平
成
元
年
八
月
二
十
九
日 

衆

議

院

議

長 
田 

村 
 

元 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

海 

部 

俊 

樹 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
松
本
善
明
君
提
出
都
市
水
害
防
止
の
た
め
の
抜
本
的
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

東
京
都
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
神
田
川
、
目
黒
川
等
を
中
心
と
し
て
河
川
改
修
を
進
め
て
お
り
、
今
後

と
も
、
浸
水
被
害
の
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
治
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
災
害
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
河
川
を
重

点
的
に
整
備
す
る
等
機
動
的
な
実
施
を
図
っ
て
お
り
、
第
七
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
個
々
の
都
道
府
県
及
び
河
川
の
整
備
の
目
標
は
設
定
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

中
小
河
川
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
第
七
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
、
時
間
雨
量
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト 



三
に
つ
い
て 

ル
相
当
の
降
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
の
防
止
を
目
標
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
目

標
に
対
す
る
整
備
率
を
見
て
も
昭
和
六
十
二
年
度
末
で
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
依
然
と
し
て
極
め
て
低
い
水
準

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
的
に
当
該
目
標
に
対
す
る
整
備
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
で
あ 

り
、
中
小
河
川
の
整
備
の
目
標
に
つ
い
て
第
七
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。 

毎
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
概
算
要
求
基
準
の
下
、
都
市
部
の
河
川
改
修
を
始
め
国
民
生
活
の
安
全

と
充
実
に
重
点
的
に
配
慮
し
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
防
衛
関
係
予
算
及
び
政
府
開
発
援
助
予
算
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
他
の
経
費
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
。 

四 

 



四
の

3
に
つ
い
て 

四
の

2
に
つ
い
て 

四
の

1
に
つ
い
て 

平
成
元
年
度
以
降
の
公
共
事
業
に
係
る
補
助
率
等
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
国
の
財
政
事
情
の
下

で
、
公
共
事
業
の
事
業
費
を
確
保
す
る
こ
と
等
の
た
め
、
平
成
二
年
度
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
昭
和
六
十

三
年
度
に
適
用
さ
れ
て
い
る
補
助
率
等
と
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
三
年
度
以
降
の
補
助
率
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
間
の
検
討
会
を
設
置
し
て
総
合
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
場
合
、
昭
和
六
十
二
年
度
引
下
げ
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
一
年
度
の
補
助
率
等
の

水
準
に
復
元
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。 

神
田
川
調
節
池
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
都
市
河
川
緊
急
整
備
事
業
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
と
も
、
財
政
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
計
画
的
か
つ
着
実
に
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

六
及
び
七
に
つ
い
て 

遊
水
地
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
多
目
的
遊
水
地
事
業
、
都
市
河
川
緊
急
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
ま
た
、
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
流
域
貯
留
浸
透
事
業
に
よ
り
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
透
水

性
舗
装
及
び
透
水
ま
す
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
沿
道
の
土
地
利
用
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
歩
道
整
備
を
行
う 

際
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
そ
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
財
政
事
情
を
勘
案
し
つ

つ
計
画
的
か
つ
着
実
に
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

神
田
川
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
浸
水
被
害
が
頻
発
す
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
今
後
と
も
、
総
合
治
水
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。 

東
京
都
が
行
っ
た
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
十
二
年
度
末
に
お
い
て
、
公
的 

六 

 



 

七 

施
設
に
係
る
も
の
は
約
八
百
箇
所
、
民
間
企
業
の
施
設
に
係
る
も
の
は
約
七
百
箇
所
で
あ
る
。
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
の
設
置
等
流
域
に
お
け
る
流
出
抑
制
対
策
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
各
種
施
設
の
新
築
又
は
改
築
に
際
し

て
、
施
設
管
理
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十
八

年
度
に
公
的
施
設
を
対
象
と
し
た
流
域
貯
留
浸
透
事
業
を
創
設
し
、
平
成
元
年
度
に
は
そ
の
対
象
を
民
間
施
設

に
ま
で
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 




